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8 H31.3.28 問題作成ワークショップ参加者アンケート結果 
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アンケート結果（人数）

高等学校 28
大学 0
その他 2

30
参加について

参加 30
不参加 0
無回答 0

30

作成ワークショップに参加 21
分析ワークショップに参加 5
不参加 3
無回答 1

30
設問Ⅰ研究報告（10時30分～12時00分）について

できなかった 0
あまりできなかった 1
ややできた 11
できた 18

30

得られなかった 0
あまり得られなかった 0
やや得られた 12
得られた 16
無回答 2

30
※得られたこと（コメント）
分析、項目立てについて等、おろそかにしていた点の大切さを改めて実感致しました。
今後、国が目指す方向性＝実現にはまだ年数がかかるでしょうが。

所属

研究報告

WS

Ⅰ-1　研究報告について内容を理解できましたか

Ⅰ-２　研究報告について今後の学習指導に生かせる知見が得られましたか



近くなかった 0
あまり近くなかった 1
やや近かった 13
近かった 16
無回答 0

30
設問Ⅱワークショップについて 参加者27名

適切でなかった 0
あまり適切でなかった 2
やや適切だった 11
適切だった 13
無回答 1

27

得られなかった 0
あまり得られなかった 0
やや得られた 8
得られた 17
無回答 2

27
※得られたこと（コメント）
作問の視点

近くなかった 1
あまり近くなかった 1
やや近かった 10
近かった 14
無回答 1

27

Ⅰ-3　研究報告について期待した内容に近いものでしたか

Ⅱ-1　ワークショップについて進行は適切でしたか

Ⅱ-２　ワークショップについて今後の学習指導に生かせる知見が得られましたか

Ⅱ-3　ワークショップについて期待した内容に近いものでしたか

今までなかなか勉強する機会の得られなかったエクセルの活用について大いに学ぶことができ
ました。



Ⅲ　その他

・メール等、いろいろありがとうございました。前泊して参加（パソコン持って）するつもりではりきっていたのですが、昨夜
から原因不明の腹痛（３０分に一回）に襲われています医者に行こうと思います。
・（設問Ⅰ-3　期待した内容に近かったか、へのコメント）今後、大学個別の問題がどうなっていくかを具体的に知りたいと
思ってきた。

・大きな成果を得ました。勤務校で紹介したいと思います。

・Bチームの量的測定（研究内容？）が正直よくわかりませんでした。私の能力の問題かもしれませんが…

・過去問がカバーできていない資質、能力をどのように測るかということと、問題の新奇性との兼ね合いを作問につなげる難し
さを実感しました。詳細な分析結果や作問についての大変わかりやすい説明が有意義でした。

・ホームページなどに本日の内容をアップして頂いたら…。

・有り難うございました。

・２次元のチャート分析は大変に興味深く、有効だと感じました。

・国語科なのか小論なのか難しい問題だと感じました。アカデミックな知の養成をはかっていきたいと思います。

・データベースの完成、待ち望んでおります。

・本知見がテストとして授業として共有化できるような実現性のもつ枠組みを提示して頂ければ幸いです。新テストの知見との
リンクはすべきだと思います。折角の取り組みがもったいないです。

・大変貴重なご提案をありがとうございました。

・大変興味深く、時間が足りなかった。もっと時間をかけて取り組みたかった。
・（設問Ⅰへのコメント）WSは二つとも参加したかった。時間の都合やさまざまな制約があると思いますが、問題分析の解説
が本当に興味深く、もっと話を聞きたかった。
・（設問Ⅱ-1　WSの進行は適切だったか、へのコメント）もっと時間がほしい。すばらしい内容だっただけに。

・採点側、ルーブリックのようなものの側も示していただきたかったです。

・本日、大変ありがとうございました。大きな啓発を頂きました。有意義な一日でしたね。今後ともよろしくお願いします。

・参加された先生方の知見をワークショップを通してお伺いできたことも大変収穫でした。ありがとうございました。

・とても勉強になりました。ありがとうございました。

・内容が盛りだくさんだったので、ワークショップにおいて考えたり対話する時間が少し足りなかったかな。

・最初、しっかりついていけるか心配でしたが、何とかなりました。ありがとうございました。

・難しい課題に挑戦された姿勢に共感します。このマトリクスが授業づくりにも役立つという話（学習の手引き）をもう少し聞
きたかった。

・とても有意義でした。もう少しじっくり取り組みたかったです。もう一方のWSにも参加したかった。

・今後、本校あるいは自らの国語教育を見直していくにあたり、どのような視点で臨めばよいのかを学ぶことができました。泉
先生のエクセルファイルの丁寧さ、本当にありがたいです。活用させていただきます。
・大変有意義でした。文科省のHPでは十分内容が理解されないのでは？このような内容と知っていればもっと多数参加したかっ
たと思います。

・丁寧なご説明ありがとうございました。

・膨大な資料かつ丁寧なご説明で問題分析の手法を学ぶことができ、大変勉強になりました。中間、期末考査で今回のような詳
細な分析ができるか（特に時間的制約によって）はいささか不安ですが、多少なりとも生かせていければと思います。
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